






















































法典においても第 3 篇「債権」第 2 章「契約」の第11節（民657-666）














































第 1 の場合、受寄者は重大な過失に対してのみ責任を負う。第 2 の場合、受寄



























　Kane と Sternbach の研究によって「寄託」に関する資料はほぼ出つ
くした感があるが、資料ごとにあるいは資料の年代順に「寄託」概念を




























































yukta） 2 ．1 - 4 ．42（122）
　（ 1 ）婚姻の諸形態（12）
　（ 2 ）妻の財産規定（26：第 3 章末尾の偈を含む）
　（ 3 ）［夫の］重婚および［妻の］離婚に関して（11）




17）	上 村 は śuśrūs
・







　（ 5 ）［別居時の］生活費（ 4 ）
　（ 6 ）［家庭内］暴力（ 5 ）
　（ 7 ）［妻が原因の］セックスレス（ 9 ）
　（ 8 ）［妻の］不貞［未遂］（11）









⑤不動産（vāstuka） 8 ．1 -10．34（99）
　（ 1 ）家屋（27）
　（ 2 ）不動産の売却（ 9 ）
　（ 3 ）村境紛争（ 5 ）
　（ 4 ）耕作地紛争（ 7 ）












































































































v ā 	 g r ā m a s ā r t h a v r a j a v i l o p e , 	 c a k r a y u k t a n ā ś e 	 v ā	





























































































ある。一方、ādhi と同一の語根 ā-dhā から派生した ādhāna について、
上村は「質」とするが、その対象物は dharmasetu（ 3 ．10．02）、土地	
（ 3 ．10．9 ）、upanidh（ 3 ．12．6）、質（ 3 ．12．8 ）、男女の奴隷（ 3 ．13．
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